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第 3章 内的ルールの変化 
 「劇づくりのルール」が形成されていく変化の過程を、役の「演じ方のルール」と、上演の方
向性を決める「つくり方のルール」との二つの側面に整理した上で論じる。「劇づくりのルール」
の、子ども自身が書き加え続けるルールであるという特徴、能動性・可変性という特徴を取り上
げる。まず「劇づくりのルール」は、子どもたち自身が確立に参加する「内的ルール」という特
徴を含んでいることに注目する。次に、既存のルールではないからこそ、ルールを変化させなが
ら確立していく、という可変性に焦点を当てる。それらの議論から導き出される「劇づくりのル
ール」の理論的特徴を踏まえ、より具体的な子どもの姿と対照させていく。役の演じ方や、コミ
ュニケーションの相手という観点から、子どもから劇づくりの場へのはたらきかけを取り上げる。
「演じ方のルール」、その役をどのような表現によって演じるかという点では、その役らしいふる
まい方の変化、小道具としてのモノを使用するかどうかの選択についての事例から考察を加える。
また、「つくり方のルール」、どこに向けて上演を行うのかという点については、コミュニケーシ
ョンの相手が一緒に演じる相手だけでなく観客まで含めた層へ変化する様子や、劇づくりの場と
の関わり方を示す事例から考察を加える。「劇づくりのルール」の変化を肯定的に理解し、その形
成過程そのものが、劇づくりの意義であるという視点から、その形成過程と読み取ることができ
る子どもの姿について考察を行う。子どもの「劇づくりのルール」が、子ども自身によって書き
加えられ続けながら形成されていることを、具体的事例に即して示す。 
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第４章 転換点としての危機 
 劇の上演、虚構場面を共有することを行うにあたって「間」は重要な要素の一つである。子ど
もの劇の上演の中には、場面転換時に走るなどの姿があり、「間」の重要性を意識した表現が存在
する。しかし、予期せぬ「間」が空いてしまうという場合には、虚構場面を共有することの危機
となりうる。本章では、そのような事例を取り上げる。乙姫が浦島太郎に玉手箱を渡せないまま
劇が止まってしまう、というような、劇づくりの危機に注目する。止まりかけた劇の流れを子ど
もたち自身が引き戻す姿からは、その瞬間に行なっている優先順位の選択を読み取ることが可能
である。「内的ルール」の特徴とその変化を見ることができる。否定的に見られがちである危機の
瞬間が、子どもにとって「内的ルール」としての「劇づくりのルール」の転換点となる肯定的側
面があることを指摘する。このような危機が、子どもにとって、自身で表現することの優先順位
を決めるための重要な機会となっていることを示す。 
 
終章 
 終章では、結論および今後の課題を示す。子どもにとって劇づくりを行う場は、表現形式や、
その場や状況がもつ条件と対峙し、自分たちのルールの形成に向けた判断と選択を実践的に行う
場である。教育者は、この営みを教え導くだけではなく、主体的な子どもの取り組みを育むため
に、まずはこの子どもの選択がいかに複雑なものであるかを理解し、その選択の連続によって形
成されていく「劇づくりのルール」を、その場をつくる、その子どもたちに独自なものとして肯
定的な意義を見出す必要がある。そして子どもの劇づくりの過程には、劇が止まってしまう、と
いうように、一見すると失敗や危機と消極的に捉えられがちな瞬間がある。しかし、それは子ど
もたち自身で劇をつくり上げている過程であり、今まで表面化してこなかった、新しい相のルー
ルとの出会いの場である。その新しい相のルールが見えたことの積極的意義を認めることは、子
どもが劇を自分たちでつくりあげることの意義を捉える上で、不可欠な視点である。 
 子どもの「劇づくりのルール」の中に「内的ルール」という特徴を見出し、具体的な子どもの
表現と結びつけて考察し、看過されてしまいがちな表現の危機的場面を含め、子どもの姿の意義
づけを行ない、子ども自身による虚構世界の創造のプロセスの理解のための一つの視座を構築し
たことは、本研究の到達点である。子どもの表現の瞬間の一つ一つと、子ども一人一人の発達の
文脈、多様な発達の特性、年齢による発達過程との関係ついては、さらに詳細に考察を行うこと
が課題である。 
 
 
 
論文審査結果の要旨 
 
子どもの劇づくりの過程には、子ども自身によって築かれる「劇づくりのルール」が存在する。
本研究は、この「劇づくりのルール」を、ヴィゴツキーがごっこ遊びを論じるにあたり提出した
概念である「内的ルール」としての特徴をもつものとして把握し、その過程にある表現を読み解
き、コミュニケーションの中での意義について独自に検証したものである。「劇づくりのルール」
を社会的ルールの内面化と安易に同一視することなく、ルールの潜在性や可変性という側面から
注目し、その能動的な生成過程の記述を行っている。序章と終章を含む全 6章で構成される。 
序章は、研究の背景と問題の所在を明らかにしている。 
第 1章は、「浦島太郎」の物語が、子どもの劇の題材として扱われてきた歴史を紐解き、劇の題
材としての物語の扱い方による、子どもの創造への影響を論じている。 
第 2章は、子どもにとって劇のつくり方となる「劇づくりのルール」の特徴を、「隠れたルール」
という点から指摘し、非言語コミュニケーションに焦点を当てて、子どもの表現の中に潜むコミ
ュニケーションのための合図の意味を明らかにしている。 
第 3 章は、「劇づくりのルール」が形成されていく変化の過程を、役の「演じ方のルール」と、
上演の方向性を決める「つくり方のルール」との二つの側面から新たに論じている。「劇づくりの
ルール」の、子ども自身が書き加え続けるルール、つまり能動性・可変性という特徴を浮かび上
がらせている。 
第 4章は、劇の進行が途中で止まる等の劇づくりの危機的場面の意義を指摘し、「劇づくりのル
ール」の形成過程にある、子ども自身の選択の機会として、積極的な位置づけを行なっている。 
終章は、結論および今後の課題を示している。 
本研究は、「内的ルール」という特徴を、子どもの「劇づくりのルール」の中に見出し、具体的
な子どもの表現と結びつけて考察し、看過されてしまいがちな表現の危機的場面を含め、子ども
の姿の意義づけを行ない、子ども自身による虚構世界の創造のプロセスの理解のための視座を構
築している。 
これは劇作りの実践を通して演劇教育のあり方を、教育学、演劇論のみならず、社会学、メデ
ィア論、芸術学、哲学など多分野にまたがり研究した優れて学際的研究であって、人間社会情報
科学の発展に寄与するところが少なくない。 
よって本論文は博士（学術）の学位論文として合格と認める。 
